
衆
院
選
が

日
公
示
さ

15

れ
ま
し
た
。

比
例
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で

日
本
共
産
党
は
、
高
橋
ち

づ
子
候
補
を
先
頭
に
、
得

票

万
５
０
０
０
票
、
得

46
票
率

％
以
上
で
、
現
有

10

議
席
の
絶
対
確
保
め
ざ
し

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

東
北
で
は
比
例
定
数
が

１
議
席
減
、
小
選
挙
区
定

数
も
２
議
席
減
と
、
全
体

で
３
議
席
減
る
中
、
い
ず

れ
の
政
党
も
比
例
が
主
戦

場
で
す
。

比
例
は
党
名
を
書
く

日
本
共
産
党
は
２
０
２

１
年
の
解
散
・
総
選
挙
で

は

万
票
、
直
近
の

年

29

22

参
院
選
で
は
、

万
票
と

22

得
票
を
減
ら
し
て
お
り
、

参
院
選
比
１
・
４
倍
と
な

る
大
幅
な
上
積
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
年
の
支
持
者
と
の
対

話
で
も
、
「
ち
づ
子
さ
ん

の
名
前
じ
ゃ
な
く
党
名
を

書
く
と
知
ら
な
か
っ
た
」

と
の
声
が
出
る
な
ど
、
全

有
権
者
規
模
へ
の
制
度
の

説
明
と
、
「
比
例
は
共
産

党
」
の
呼
び
か
け
が
必
須

で
す
。

党
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
事
務

所
も
、
１
９
９
６
年
の
小

選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制

の
始
ま
り
か
ら
、
９
回
の

総
選
挙
を
た
た
か
っ
た
中

で
、
今
回
が
最
も
厳
し
い

と
情
勢
分
析
で
す
。

「
『
今
度
も
大
丈
夫
だ

ろ
う
』
と
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
構
え
で
は
、
『
東
北

の
命
綱
』
高
橋
さ
ん
の
議

席
を
本
当
に
失
う
」
と
、

危
機
感
を
強
め
て
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

制
度
改
善
は
使
命

コ
メ
不
足
な
ど
自
民
党

農
政
に
よ
る
減
反
押
し
付

け
の
影
響
や
、
東
日
本
大

震
災
、
福
島
第
１
原
発
事

故
な
ど
、
多
く
の
課
題
が

直
撃
す
る
東
北
地
方
。

高
橋
ち
づ
子
氏
は
、
相

次
ぐ
豪
雨
災
害
の
被
災
地

に
駆
け
付
け
、
住
民
や
自

治
体
の
切
実
な
声
を
聞

き
、
「
制
度
が
不
十
分
な

ら
制
度
を
変
え
る
。
そ
れ

が
政
治
の
役
割
だ
。
私
の

使
命
だ
」
と
国
会
に
届
け

続
け
て
き
ま
し
た
。

党
国
会
議
員
団
「
福
島

チ
ー
ム
」
の
代
表
と
し
て

現
地
調
査
を
繰
り
返
し
、

原
発
事
故
、
海
洋
放
出
問

題
で
避
難
者
や
漁
業
関
係

者
ら
と
懇
談
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

西
目
土
砂
崩
れ
、
１
月

７
日
に
現
地
調
査

鶴
岡
市
で
２
０
２
２
年

月

日
未
明
に
発
生
し

12

31

た
西
目
地
内
の
大
規
模
な

土
砂
崩
れ
で
、

年
１
月

23

７
日
に
高
橋
ち
づ
子
衆
議

院
議
員
が
現
地
入
り
し
ま

し
た
。

高
橋
氏
は
、
「
全
国
の

災
害
現
場
を
訪
れ
、
災
害

救
助
法
の
改
正
で
、
特
別

基
準
を
つ
く
ら
せ
て
き

た
」
と
述
べ
、
県
と
国
に

市
の
要
望
を
伝
え
、
復
旧

事
業
へ
の
対
応
を
図
り
ま

し
た
。

発
言
回
数
・
量
と
も
に

１
位地

元
紙
に
よ
る
東
北
選

出
の
衆
院
議
員
の
過
去
３

年
間
の
発
言
分
析
で
は
、

財
務
相
や
予
算
委
員

長
を
除
い
た

人
の

34

中
で
、
高
橋
ち
づ
子

氏
は
発
言
回
数
、
発

言
量
と
も
に
１
位
。

東
北
と
国
会
を
結

ぶ
、
ま
さ
に
「
東
北

の
命
綱
」
と
し
て
７

期

年
駆
け
て
き
ま

21
し
た
。

宝
の
議
席
を
な
ん

と
し
て
も
勝
ち
取
る

た
め
、
鶴
岡
地
区
の

支
部
・
後
援
会
は

「
街
頭
宣
伝
を
倍
に

増
や
そ
う
」
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
覚
え
て
活
用
し

よ
う
」
な
ど
、
活
動

の
飛
躍
を
確
認
し
合

い
、
「
３
区
は
山
田

ま
も
る
、
比
例
は
共

産
党
」
と
訴
え
て
い

ま
す
。
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新つるおかＨＰ

山
田
候
補
第
一
声

裏
金
問
題
、
統
一
教
会

と
の
癒
着
、
解
決
さ
れ
ず

に
衆
議
院
を
解
散
し
た
。

被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞
し
、
政
府
は
核

兵
器
禁
止
条
約
批
准
を
！

軍
事
優
先
で
い
い
の
か
？

少
子
化
が
進
ん
で
い

る
。
賃
上
げ
と
、
働
く
時

間
の
短
縮
、
子
ど
も
の
教

育
費
負
担
の
削
減
だ
。

大
企
業
の
内
部
留
保
は

５
３
９
兆
円
。
一
方
賃
金

は

年
間
上
が
ら
な
い
。

30政
治
を
根
本
か
ら
変
え

よ
う
!!

比
例
は
日
本
共
産
党
、

選
挙
区
は
山
田
ま
も
る
へ



令
和
６
年
度
第
１
回
鶴

岡
市
環
境
審
議
会
が
９
月

日
開
か
れ
、
５
年
度
事

30業
概
要
と
、
６
年
度
主
要

事
業
、「
（
仮
称
）
三
瀬
矢

引
風
力
発
電
事
業
」
準
備

書
に
か
か
る
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
協
議

さ
れ
ま
し
た
。

三
瀬
矢
引
の
事
業
者
の

エ
ネ
オ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ

ル
エ
ナ
ジ
ー
（
Ｅ
Ｒ
Ｅ
）

も
、
途
中
オ
ン
ラ
イ
ン
で

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

長
谷
川
剛
議
員
が
傍
聴

し
ま
し
た
。

「
空
き
家
対
策
」
の
問

題
で
は
、
「
危
険
空
き
家

解
体
補
助
金
は
、
周
り
へ

の
影
響
を
考
慮
し
て
補
助

す
る
も
の
で
、
申
請
件
数

は
多
い
。

モ
ラ
ル
ハ
ザ

ー
ド
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。

個
人
型
は
上
限

万
円

50

で
、
町
内
会
主
体
は

万
75

円
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

「
内
川
清
掃
時
に
ホ
ホ
ボ

ネ
も
取
ら
れ
た
。
環
境
課

で
指
導
し
て
、
現
況
調
査

を
し
て
ほ
し
い
。」

「
馬
場
町
の
タ
ブ
の
木
は
、

先
端
が
枯
れ
か
か
っ
て
い

る
。
土
地
は
誰
の
も
の

か
？
」
と
の
質
問
に
、「
市

教
委
の
管
理
に
な
っ
て
い

る
」
と
の
答
え
。

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
し

て
い
る
が
、
最
近
は
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
の
調
査

は
？
」
と
の
質
問
に
、「
水

道
部
か
と
思
う
が
、
確
認

す
る
」
と
の
答
え
。

「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

進
捗
率
が
Ｃ
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
放
置
し

て
い
て
は
い
け
な
い
」
と

の
質
問
に
、
「
測
定
場
所

が
市
民
プ
ー
ル
だ
。
全
国

的
に
排
気
ガ
ス
な
ど
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
何
種
類

か
調
査
項
目
あ
る
が
、
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
が
出
る
の
で

Ｃ
に
な
っ
た
」と
の
答
え
。

他
に
、
「
環
境
フ
ェ
ア

や
広
報
な
ど
周
知
活
動
は

い
い
が
、
食
品
ロ
ス
や
水

分
を
切
る
な
ど
家
庭
で
も

で
き
る
こ
と
を
載
せ
て
も

ら
い
た
い
」
と
の
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

低
周
波
音
・
植
生
へ
の

影
響
な
ど
質
問
相
次

ぐ
三
瀬
矢
引
風
力
発
電
事

業
の
Ｅ
Ｒ
Ｅ
に
対
し
て
、

・
由
良
地
区
の
海
水
浴
場

対
策
が
な
い
。
土
を
い
じ

る
と
下
流
に
濁
流
が
流
れ

る
。
時
間

超
え
る
と

50
mm

流
木
で
被
害
が
出
る
。

(

答)

許
認
可
に
つ
い
て
ま

だ
申
請
前
だ
が
、
市
や
県

が
厳
し
く
審
査
さ
れ
る
は

ず
。
下
流
域
に
影
響
な
い

よ
う
に
し
た
い
。

・
Ｐ

〜

低
周
波
音
に

31

35

つ
い
て
、
予
測
値
は
予
測

で
あ
り
、
既
存
の
風
車
で

は
ど
う
解
釈
す
れ
ば
い
い

か
？

(

答)

メ
ー
カ
ー
か
ら
電
波

計
算
を
入
れ
て
予
測
値
を

求
め
て
い
る
。
ど
の
程
度

の
風
速
で
ど
の
程
度
の
周

波
が
出
る
か
計
算
し
て
い

る
。
地
形
も
考
慮
し
て
い

る
。
多
少
の
違
い
は
出
て

く
る
。

・

は
相
当
大
き
い
と

76
db

思
う
が
。

(

答)

人
間
に
対
し
て
の
低

周
波
音
と
騒
音
の
感
覚
は

違
う
と
思
う
。

・
植
物
の
調
査
は
、
４
月

か
ら
と
さ
れ
て
い
る
が
、

早
春
期
植
物
の
北
限
と
し

て
存
在
し
、
５
㍍
道
路
が

作
ら
れ
る
と
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
る
。

(

答)

コ
シ
ノ
コ
バ
イ
モ
の

北
限
と
い
う
の
は
承
知
し

て
い
る
が
、
事
業
地
に
は

生
育
の
確
認
は
さ
れ
て
い

な
い
。

事
業
者
へ
の
質
疑
を
終

え
て
、

・
率
直
に
申
し
上
げ
て
、

反
対
だ
。
低
周
波
音
の
被

害
が
心
配
。
予
定
さ
れ
て

い
る
風
車
だ
と
２
キ
ロ
離

れ
な
い
と
、
障
害
の
引
き

金
に
な
る
と
懸
念
す
る
。

由
良
保
育
園
が
１
・
２
キ

ロ
、
小
学
校
な
ど
近
い
。

・
植
物
調
査
の
結
果
、
レ

ッ
ド
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い

る
も
の
が
１
８
０
種
と
自

然
度
が
高
い
。

・
規
模
が
３
５
０
０
㎡
と

大
き
い
。
尾
根
筋
に
運
搬

道
路
が
作
ら
れ
る
可
能
性

あ
る
。
自
然
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
、
土
砂
崩
壊
の
可
能
性

大
き
い
。

・
猛
禽
類
、
バ
ー
ド
ス
ト

ラ
イ
ク
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
の
大
山
が
あ
り
、
渡
り

鳥
が
毎
年
３
万
１
０
０
０

羽
飛
来
し
、
新
潟
に
南
下

す
る
エ
リ
ア
に
被
る
。

・
今
は
、
道
路
が
ロ
ッ
ク

さ
れ
、
入
れ
な
い
。
フ
ェ

ン
ス
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

被
害
が
出
て
も
調
査
出
来

な
い
。

月
の
調
査
で
は

12

遅
く
、

月
初
旬
か
ら

10

11

月
が
渡
り
鳥
の
ピ
ー
ク

だ
。
正
確
な
調
査
に
な
ら

な
い
。
矢
引
は
ち
ょ
っ
と

離
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
す
ぐ
だ
。

・
こ
の
参
考
資
料
見
る

と
。
ど
う
判
断
す
れ
ば
い

い
か
？

(

答)

メ
ー
ル
で
届
い
た
。

低
周
波
に
つ
い
て
は
わ
か

ら
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
に

公
開
す
べ
き
と
判
断
し

た
。
し
か
し
、
国
の
基
準

値
は
な
い
。
環
境
影
響
評

価
書
の
情
報
を
共
有
で
き

れ
ば
と
思
い
配
布
し
た
。

・
あ
る
も
の
を
な
い
と
言

っ
た
り
さ
れ
る
と
、
不
正

確
な
の
か
、
不
誠
実
な
の

か
？
印
象
と
し
て
不
信
感

を
持
つ
。

・
移
植
等
は
保
全
に
な
ら

な
い
。
遺
伝
子
的
な
保
全

は
で
き
る
が
、
自
然
に
対

す
る
意
識
は
こ
の
程
度
の

も
の
か
。

・
三
瀬
で

運
転
開
始

し
て
か
ら

の
地
元
の

意
見
は
あ

る
か
？

(

答)

地
元

の
自
治
会

に

聞

く

と
、
三
瀬
、

小
堅
か
ら

は
特
に
な

い
。

水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月11日入札分
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▽
９
月

日
の
県
議
会
一
般
質
問
で
、

25

日
本
の
軍
国
主
義
化
に
つ
い
て
の
知
事

の
所
感
を
問
い
ま
し
た
。

関

第
一
に
軍
事
費
拡
大
の
問
題
。
防

衛
力
整
備
計
画
で
２
０
２
３
年
度
か
ら

５
年
間
の
防
衛
費
を
１
．６
倍
に
す
る
。

社
会
保
障
費
を
削
り
な
が
ら
軍
事
費

を
増
や
す
、
農
業
予
算
を
も
、
文
教
予

算
を
も
、
軍
事
費
が
大
き
く
上
回
る
。

建
設
国
債
の
充
当
、
事
実
上
の
赤
字

国
債
発
行
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
兵

器
購
入
な
ど
な
ど
、
国
家
財
政
の
ル
ー

ル
す
ら
破
壊
す
る
や
り
方
で
、
「
借
金

財
政
の
危
機
を
も
一
層
深
め
る
。
莫
大

な
国
民
負
担
の
道
。

海
上
自
衛
隊
現
役
幹
部
や
元
海
上
自

衛
隊
現
場
ト
ッ
プ
も
疑
問
を
呈
し
た
。

国
民
の
知
る
権
利
、
思
想
信
条
の
自

由
、
経
済
活
動
も
制
約
。

第
二
に
、
軍
拡
の
背
景
に
あ
る
軍
事

戦
略
の
危
険
性
。
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
と
大
軍

拡
・
大
増
税
、
武
器
輸
出
三
原
則
と
い

う
国
是
も
放
棄
。

軍
拡
で
世
界
の
平
和
は
決
し
て
生
ま

れ
な
い
。
軍
拡
対
軍
拡
の
悪
循
環
と
な

る
。偶
発
的
衝
突
の
リ
ス
ク
も
高
め
る
。

安
全
は
平
和
外
交
を
通
じ
て
達
成
す

る
の
が
日
本
国
憲
法
の
理
念
で
あ
り
、

日
本
共
産
党
は
そ
れ
を
「
外
交
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
知
事
の

所
感
は
。

▽
知
事
は
「
今
日
の
平
和
を
子
供
た
ち

の
明
る
い
未
来
社
会
に
つ
な
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〜〜

対
話
の
積
み

重
ね
と
対
話
に
基
づ
い
た
相
互
理
解
に

よ
り
安
定
し
た
関
係
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
」
と
し
つ
つ
、「
国

際
情
勢
の
緊
迫
度
が
増
し
て
お
り
、
国

民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
安
全
保

障
の
必
要
性
に
つ
い
て
国
民
に
丁
寧
に

説
明
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し

い
」
な
ど
と
結
び
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）


